
時数 日時 テーマ 内容

1 6/7（金） 人権とは

【ほほえみ「権利」の木】
・人権を大切にするとはどういうことかを考える。
・権利の木を考え、交流する。
・幸せに生きていくために欠かせないことは人によって違うことを知る。
・さまざまな人権課題があること、部落差別（同和問題）について深めていくことを

おさえる。
・既習（橋・半日村・町の石ひ・みんなの秋祭り）の共通点から、部落差別について
考える。

2 6/18（火） 人権交流会「かがやこう！今ここで」

【細田哲子先生の講話】
・講話を聞いて、人権の歴史や水平社、差別をなくすためにできることなどを知る。
・「人を大切にするために」自分にできることを考え、交流する。

3 10/10（木） 人々の歩んできた道

【友だちｐ６３・６２】
・既習（橋・半日村・町の石ひ・みんなの秋祭り）の共通点から、部落差別について
考える。
・社会科で学習した歴史の内容を人権の視点でふり返る。
・差別のはじまりはどこかを考える。

4 10/11（金）
室町文化と庭づくり

～又四郎と周麟から学ぶ～

【映像でみる人権の歴史　第１巻　東山文化を支えた「差別された人々」】
・銀閣の庭造り携わった又四郎と周麟のことばから学ぶ。
・中世（室町）における差別について知る。
・差別されてきた人々が社会や文化を支えてきたことに気づく。
・「ケガレ」を恐れる意識から、異なったくらしをする人々に対する差別があったこ

とに気づく。

5 10/18（金） 身分制度と人々のくらし

【友だちｐ６１・６０】
【映像でみる人権の歴史　第２巻　江戸時代の身分制度と差別された人々】
・幕藩体制のもと差別が政治的制度的に確立し、固定化されていったことに気づく。

6 10/21（月）
解体新書

～医学を支えた人々から学ぶ～

【映像でみる人権の歴史　第３巻　近代医学の基礎を築いた人々】
・解剖を行ったのは、差別されてきた人々であったことを知る。
・差別されてきた人々は、民衆の文化を支え、医学の発展に貢献したことに気づく。

7 10/25（金） 渋染一揆

【友だちｐ５９・５８】【映像でみる人権の歴史　第５巻　渋染一揆を闘いぬいた人々】

・差別の強化に対して、差別されてきた人々は、力を合わせて立ち上がったことを知る。

・人々の立場に立って、嘆願書を作成する。

・同等な人間といての尊厳をかけて正当な要求を掲げて闘ったこと、武力で解決したのではな

いことなどをおさえる。

8 10/28（月） 「解放令」（賤民廃止令）

【友だちｐ５７・５６】
・「解放令」によって制度はなくなったが、差別は残り、強まっていったことを知
る。

・被差別部落の貧困化が進んだことを知る。

9 11/1（金） 全国水平社と水平社宣言①

10 11/5（火） 全国水平社と水平社宣言②

11 11/8（金） 氷上郡水平社
・丹波からも、水平社創立大会へ参加した人がいたことを知る。
・柏原大会の演説文から、人々の思いを考える。
・差別をなくすためには、学ぶことが大切だということをおさえる。

12 11/11（月） 百日かせぎ

【ほほえみ】
・百日かせぎに行かなければならなかった村の背景を知る。
・登場人物の様子や言葉から、それぞれの思いや生き方について考える。

13 11/15（金）

14 11/19（火）

15 12/10（火） 現地学習
舳松人権歴史館　　行きのバス内　DVD「三月三日の風」

映像でみる人権の歴史　第７巻　「水平社を立ちあげた人々　－人間は尊敬すべきものだ-

」
16 12/11（水） 差別のない社会をめざして①

17 差別のない社会をめざして②

18 差別のない社会をめざして③

19 12/16（月） 差別のない社会をめざして④

20 人権発表会に向けて①

21 人権発表会に向けて②

22 人権発表会に向けて③

23 人権発表会に向けて④

24 人権発表会に向けて⑤

25 人権発表会

日本国憲法の成立と教科書無償化運動①②

・日本国憲法には、一人ひとりを何よりも大切にしようという思いが込められている
ことを知る。
・日本国憲法が制定されて、差別がなくなったのかを考える。
・教科書無償化のために立ち上がった人々の思いを考える。
・すべての人々の生活をよくするための運動であったことをおさえる。

12/14（金）

第６学年　人権総合学習計画　2024　　　　　　　　　　　　　　　　　丹波市立春日部小学校

【友だち「人の世に熱あれ　人間に光あれ」】
【令和版ほほえみ「私の水平社宣言をつくろう」】
・逃げてもどこまでも追いかけてくる部落差別により、夢や希望を奪われ、悩む万吉
の気持ちを考える。
・仲間とともに立ち上がり、全国水平社を創立したことを知る。
・水平社宣言に込められた思いを考える。
・水平社創立大会には、大人だけでなく山田少年のような子どもも参加していたこ
と、学校の中にも差別があり苦しい思いをした人がいたことを知る。

【法務省　令和６年度　啓発活動強調事項】
・同和問題の他にも、人権課題が多くあることをおさえる。
・調べたいことや深めたい内容について、調べ学習を行う。
・人権課題（法務省を解決するために、自分にできることを考える。

テーマ：自分と向き合い、あるがままを認め合おう～差別をなくすために～


